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１ 研究課題 

子どもが育つ家庭や地域 

 

２ 研究・研修の視点 

 現代社会において、地域社会ではご近所付き合いなど大人同士の関わりや子ども同士の交流の場も少

なくなり、家庭においても核家族化、少子化が進む中、一人で悩みを抱える母親が孤立してしまうこと

も深刻な問題になっている。また、子どもの育ちにおいても生活習慣の未確立、コミュニケーション能

力の低下、愛着障害等の多くの課題が指摘されている。こうした背景の下、幼稚園・認定こども園にお

ける子育て支援は、社会的にもますます重要なものとなってきている。各園では、相談、情報提供、親

子登園、保護者同士の交流等、様々な形での支援に取り組み、子どもたちが安全に安心して生活できる

環境を整えつつ、０歳からの発達を十分に理解して、保護者が子どもの成長に気付き、子育ての喜びを

感じられるように、地域における幼児教育のセンター的役割を果たしていくことが期待されている。ま

た、幼稚園・認定こども園は、小学校就学前までの特別なニーズのある子どもの保護者に対しての育児、

教育相談の知識も身に付けていく必要がある。近年、子どもの貧困、児童虐待、ＤＶといった課題も浮

かび上がり、関係機関と連携しながら地域のネットワークを活用した支援体制を整えていくことも大事

である。 

  小学校との連携については、幼稚園・認定こども園での生活が、小学校以降の生活や学習の基盤の育

成に繋がることを踏まえ、何より幼児期に相応しい生活を通して、創造的な思考や主体的な生活態度等

の基礎を培うことを念頭に置きつつ、幼児期の終わりまでに育ってほしい姿を踏まえて教育課程を編成

し、幼児教育と小学校教育の共通理解を図るために、保育者との意見交換や合同の研究会を設け、円滑

な接続を図るように努めていく。 

  幼稚園と小学校が願う方向は同じであるにしても、それぞれの教育の方法の違いを相互理解すること

から、連携・接続を進めることが大切である。そのために、「資質・能力の３つの柱」を軸に、「幼児期

の終わりまでに育ってほしい姿」を観点において、遊び中心の幼児教育の中にある「学びの芽生え」と、

教科学習中心の小学校教育の「自覚的な学び」の相互理解が重要である。 

  そして、違いを理解した上で幼児期における学びから小学校における学びへなめらかに移行できるよ

うに、接続期のカリキュラムを研究し実践することが求められていると考える。 

  

３ 主な研究・研修の内容と計画 

 〇 一人一人の発達に即した保・幼・小連携をするためには、どのような工夫ができるか考える。 

〇 接続期カリキュラムを通して、園で育んできた「資質・能力の３つの柱」を軸に、小学校に繋げて

いくにはどのようにすればよいか、本園での取組や実践例を通して考える。 

 〇 幼稚園と小学校の相互理解を深めるには、どういう方法がよいのか考える。 

 

〔研究計画〕 

    令和２年度 ・ 子どもの育ちを見通して育んできた資質・能力をどのように活かし、小学校に

繋げていくか実践例を通して考察する。 

第 11分科会 

子どものための保・幼・小の 

連携・接続の在り方 

問題提起園 啓明幼稚園・保育園 

問題提起者 松元 梨音 
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    令和３年度 ・ 小学校との連携・接続のための教⫋ဨ㛫、保護者、園児をྵめた相互理解につ

いて研究する。 

㸲 研究のᴫ要 

 㸦１㸧 研究・研修ࢸー࣐のᤊえ方 

   ᪂しい代を生きる子どもたちに必要な資質・能力をどのように身に付けていくのか、現ᅾ、

ጸⰋᕷにおいて幼・保・小の連携で取り組んでいる「ጸⰋᕷ接続期カリキュラム」を通して考察

していく。このカリキュラムの中で、本園での小学校接続に向けた取組の現≧と課題について考

える。 

 㸦２㸧 研究の内容 

   ձ 一人一人の発達に即した幼児教育㸦幼稚園教育㸧と小学校教育の違いを理解した上で、ಶと㞟

ᅋの育ちの相互関係について考える。 

   ղ 小学校接続へ向けて、幼児期の教育の取り組みについて事例研究を行う。 

 㸦３㸧 実践例・考察 

ձ ಶと㞟ᅋの相互関係による育ち 

 幼稚園等の㞟ᅋと小学校の㞟ᅋの違い 

      幼稚園等は、幼児がึめて家庭と㞳れて㞟ᅋ生活を⤒㦂する場である。ධ園ᙜึの幼児の多

くは、ึ めての㞟ᅋへのཧຍの方が分からࡎ、ᡞᝨう様子が見られる。ࡔが、そのᡞᝨいは、

ẖ᪥の保育で保育者が一人一人の幼児に合わࡏたኌけや支援を行い、人的環境や≀的環境を

整えることで㞟ᅋ生活に慣れていき、ᚎ々にⷧれていく。 

 

 ࠒ事例㸸᪂しい環境へのᡞᝨい㸦㸲歳㸧ࠑ    

 

㸿ྩがクラࢫにධれない、という事例があった。理⏤として考えられたのは、「たくさんの人

がいる環境に慣れていない」「達がいなくて安」「ゝⴥで気ᣢちがఏえられない」「どこにい

ればいいのか分からない」等である。そこで保育者は、㸿ྩのഐにいてኌけをしながら、まࡎ

はᢸ௵との愛着形成を図り、㸿ྩと一⥴に「௰㛫にධれて」とゝって達と遊ࡪ等しながら、

の園児との関わりをቑやす援ຓを行った。すると、㛫はかかったが、㸿ྩは自分からクラࢫに

ධってこられるようになり、達とよく遊ࡪようになってきた。        

 

つまり、幼稚園等の㞟ᅋ生活では、クラࢫという㞟ᅋの中で、一人一人の幼児が安心できる

ᒃ場所を確保できるように、保育者が幼児へ問いかけながら、意図的に⟅えをᑟいているので

ある。 

それに対して、小学校での㞟ᅋ生活ではどうであࢁうか。幼稚園等よりᗈいᩜ地、多い人ᩘ、

自分とは違う学年との交流、教科によるᤵᴗ͐というように、ධ学┤ᚋの環境のኚ化がとても

大きい。小学校の教ဨの指ᑟ・支援の࣏ࢧートをཷけながらも、小学校という大きな㞟ᅋの中

で幼児は、自分でᒃ場所を見つけたり、トラࣝࣈへの対応を考え、ᤵᴗの⟅え等をᑟきฟした

りしなくてはならない場㠃が多いと思われる。その環境のኚ化に幼児自身でついていくことが

できなければ、「小１ࣞࣈࣟࣉム」のཎᅉとなるྍ能ᛶがある。ࡔからこそ、「自分で考える力」

を小学校ධ学前に育んでいきたいとこࢁである。 

 㞟ᅋ生活における「ಶ」の学びと保育者の支援 

 「ಶ」は、「㞟ᅋ」の中でも育まれる。「ಶ」とは何か。「ಶ人」ともཷけ取れるが、ここでは

「ಶᛶ」の意を重視したい。ಶᛶというゝⴥには、「あるಶ人を特ᚩ࡙けているᛶ質・ᛶ᱁・

その人ᅛ᭷の特ᛶ・ࣃーࢼࢯリࢸー」という意がある。つまり、子ども一人一人も、それ
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ぞれが違った思いをᣢっている。違った思いをᣢった子どもたちが㞟まり、共に遊びながら関

わり合うことにより⤒㦂を重ࡡ、心身共に学びが生まれると考えられる。それでは、その学び

を᭦に㇏かにしていくためには、保育者はどのようにᑟき、支援するきなのか。事例を通し

て支援のᅾり方について見┤し、考察する。 

 

 ࠒ事例㸸⋵ලの取り合い㸦㸳歳㸧ࠑ 

 

  㹌ྩは、 ཌな㠃、自ᕫ中心的で≀や人に対しての⊂༨ḧがᙉい。㹆ྩも⊂༨ḧがᙉく、

感情がᢚえられなくなると⾪ື的にᡭがฟることがあるが、ⴠち着いているは⋵ලを㈚して

あげることができる。２人とも達のことが大ዲきで、同じࣝࢢーࣉ内でよく一⥴にࣟࣈック

遊びをしている。遊んでいる㏵中、ᗋにⴠちている㉥Ⰽのࣟࣈックを㹆ྩがᣠっておうとす

ると、少し㞳れた場所にいた㹌ྩが、ࠗ そのࣟࣈックは、᭱ึにがってた㸟࠘とᛣって㹆

ྩからᭀに取り上げてしまった。ᛴに取られた㹆ྩは㦫き、ᛣって㹌ྩをᢲしてしまう。そ

のあと㹌ྩがᢸ௵にࠗ㹆ྩがᢲしてきた㸟࠘とఏえに᮶た。 

保育者が２人に「そのࣟࣈックはㄡがっていたの㸽」「どうして㹆ྩはᢲしちࡷったの㸽」

と⪺くと、㹌ྩは、ࠗはᣢってなかったけど、のࡔった。㹆ྩがᡭに取ってᢲしてきた。࠘

とゝい、㹆ྩは、ࠗ ⴠちていてㄡもってなかった。㹌ྩもそこにいなかったのに、ᛴに取ら

れて᎘ࡔったからᢲした。࠘ とゝった。 

保育者は、「㹌ྩはࣟࣈックを取られたと思って㦫いたんࡡࡔ。㹆ྩも、ᛴに取られて᎘ࡔ

ったࡡ。」「でも㹌ྩ、㹆ྩはⴠちていたのをっていたࡔけなのに㹌ྩからᛴにᛣられて取ら

れたらどう思うのかな㸽㹆ྩも、㹌ྩがᢲしてきたらどう思う㸽」と問いかけた。 

すると、୧者共にࠗ᎘な気ᣢちになる。࠘ と⟅えたため、重ࡡて保育者は「そうࡡࡔ。そし

てࣟࣈックにはྡ前が᭩いていないࡡ。この㉥いࣟࣈックはㄡのࣟࣈックかな㸽また一⥴に௰

Ⰻく遊ࡪにはどうしたらいいかな㸽」と問うと、２人からࠗ みんなのࣟࣈック。࠘ࠗ 㡰␒にう。࠘

ࠗごめんࡡってゝう。࠘ という意見がฟて、その場でお互いにㅰりチし合ったᚋ、一⥴に遊び

を⥅続していた。 

 

この２人にとっての発達の課題は、「≀の共᭷」「相ᡭの気ᣢちを考えること」である。  

また、ල体的に上の事例でいえば、㹌ྩは「ㆡり合うこと」であり、㹆ྩは「ゝⴥで自分の

気ᣢちを相ᡭにఏえること」である。どれも㞟ᅋ生活ࡔからこそ⤒㦂できることである。 

保育者は、୧者の気ᣢちをཷ容しながらヰを⪺き、ケンカのཎᅉを᫂確にすることを心け

ている。そして問いかけをすることで、２人がお互いの気ᣢちに気付きながら、自分たちで解

Ỵの方法を見つけられるようにಁしている。そうしたことで、㹌ྩ、㹆ྩがお互いに相ᡭの気

ᣢちを考え、自分たちで解Ỵ方法をᑟきฟすことができた。保育者は、全ての解Ỵ⟇をすࡄに

教えるのではなく、子どもの「考える力」を育むためのᡭຓけをするという意識をᣢつことが

大切である。㞟ᅋの中で人と関わることで、ⴱ⸨したり、相ᡭを思いやったり、遊びをᒎ㛤し

たり、➇த心や༠ㄪᛶ等が身に付けられるのではないかと考えられる。また、㞟ᅋの中で自分

の意見を相ᡭにఏえたり、相ᡭの意見にᐤりῧったりできる子どもに育ってほしい。そうした

意識をᣢちながら保育に取り組み、㞟ᅋ生活の中で「ಶ」が自立できるように保育者がᑟいて

いくことが大切である。 

ղ 「子どものための保・幼・小の連携・接続について」 

 ጸⰋᕷでの保・幼・小連携の取組㸦資ᩱ１ཧ↷㸧     

ὀ㸸ጸⰋᕷでは、ᖹ成２㸳年に「ጸⰋᕷ子育て基本᮲例」を行している。その中において「幼・保・小」と᫂グ 
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されている。 

 子どもたちの発達や学びの連続ᛶを大切にした指ᑟや保育をල体化するために、小学校と

幼稚園・認定こども園・保育所等の教育的特ᛶやࡡらいについて理解し、よりⰋい連携のᅾ

り方について深めるために、「ጸⰋᕷࣟࣈック幼保小連携研修会」が行われている。 

     〇 研修┠的・ࡡらい 

┠の前の子どもたちの成長をᚋᢲしするための幼児期から小学校ẁ㝵への切れ┠のない

円滑な接続を実さࡏる。 

〇 ⫋ဨの相互理解のための年㛫の取組 

 期 取  組  方  㔪 

１学期 

 小学校でのᤵᴗཧ観を通して、各小学校でのࢫタートカリキュラムの

᥎進≧ἣを共通理解するとともに、᪂１年生の現≧に関する情報交換を

行う。 

２学期 
 ㅮ₇等を通して幼保小連携の実を図るとともに、各幼保等でのࣉ

ࣟーࢳカリキュラムの᥎進≧ἣを共᭷し、課題と解Ỵ⟇を᥈る。 

３学期 

・ 幼保等での保育ཧ観を通して、ࢫタートカリキュラムཬびࣟࣉー

所�での実践の成果と課�カリキュラムの見┤しのために、各校・園ࢳ

題を共᭷し、ḟ年度の共通実践事㡯について共通理解を図る。 

・ ḟ年度の᪂１年生児童に関する情報交換を行う。 

〇 ᘓᫀ幼ࣟࣈックでのල体的なヰ合い内容 

㸦ᘓᫀ幼稚園ࣟࣈックには、ၨ᫂幼稚園・⸅ග幼稚園・࢚ミーࣝこども園等がྵまれる。㸧 

    資ᩱ１のጸⰋᕷ接続期カリキュラムに基࡙いて、意見交換を行う。３つの自立からḟ年度

の共通実践事㡯�取組の重点�をỴめ、それについて༠㆟する。 

 ࠒ令和２年度ࠑ

 Ϩ 生活上の自立 ϩ 学びの自立 Ϫ ⢭⚄的な自立 

共
通
実
践
事
項

 就ᐷ・㉳ᗋ刻等をᏲ

り、生活リズムを整える

ことができる。 

 ṇしい姿ໃで、人のヰ

を᭱ᚋまで⪺くことがで

きる。 

 自分の気ᣢちを自分の

ゝⴥでఏえることができ

る。 

本
園
で
の
取
組 

・ ࠗ᪩ᐷ・᪩㉳き・ᮅ

ごはん の࠘大切さを⤮

本等を通して知る。

㸦㹃�㹄㸧 

・計を意識して行ື

する。㸦Ｄ�㹃�㹄㸧 

・ 園౽りや᪪౽り等

を通して、家庭と༠力

し合ってつ๎ṇしい

生活を㏦る。㸦㹃�㹄㸧

・ ࿘りのࡔちの≧

ἣに合わࡏて自分の

ことを自分でしよう

とする。㸦Ｄ㸧 

・ ṇしい姿ໃがᣢ続し

ない子どもが多いた

め、᪥㡭保育の中で体

ᖿを㘫えられる遊びを

する。㸦㹁㸧 

・ 保育者のḟのಁしが

あるまで㞟中し、᳔子

にᗙって待つことがで

きる。㸦㹁㸧 

・ 相ᡭのヰを᭱ᚋまで

┠を見て⪺くようにす

る。㸦㹁㸧 

・ 意ḧ的に発⾲をして

発ゝすることを喜び、

自ಙをᣢつ。㸦㸿㸪㹀㸪

㹁㸧 

・ ẖᮅ、園の㛛で保育者

にᣵᣜをして、ࡔち

同士でもᣵᣜを交わす

ことができる。㸦㹆�㹇㸧

・ 「ありがとう」や「ご

めんなさい」を自分か

らゝえるようになる。

㸦㹆�㹇㸧     

・ 相ᡭの気ᣢちを考え、

ゝⴥ㐵いや行ື等に気

をつけながら、保育者

やࡔちと関わり合う

ᴦしさをわうように

する。㸦㹆㸪㹇㸧 

 ͤ㸿㹀㹁͐㹆㹇のグྕは資ᩱ２の「３つの自立」の中の分㢮分けである。 
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 そのの本園での᪥㡭の取組・実践例 

   Ϩ 生活上の自立 

     ・ 年少児からトࣞは和ᘧトࣞでできるようにしている。㸦㹃㸪㹄㸧 

でᣔく習慣がࢳンカࣁケットにධれることをᚭᗏし、ᡭをὙったら自分の࣏をࢳンカࣁ ・     

身に付くようにしている。㸦㹃㸪㹄㸧 

    ・ ẖ᪥制᭹で登園し、体育᭹に着᭰えて᪥中㐣ごし、ᖐりに制᭹に着᭰えて降園する。࣎

タンを␃める、シࣕࢶをධれる、᭹を␚む等、着᭰えの習慣が付くようにしている。㸦Ｄ㸪

㹃㸧 

     ・ ᗯ下を㉮らないように「ᗯ下はṌきましࡻう」と⫯定的なኌけをしている。㸦㹄㸧 

     ・ 年少児から自分の㐨ල⟽整理整㡻やᙜ␒活ືを行い、自分でできることのⰋさを感じら

れるようにする。㸦Ｄ㸧 

・ ⤥㣗ᚋ、自分たちで㞧ᕵけやᮘをᣔいてᤲ㝖をすることで、⥡㯇になることの喜びを

感じる。㸦Ｄ㸧 

    ϩ 学びの自立 

     ・ 年長にᛴにᖹ௬ྡを᭩く活ືをするのではなく、年少ࠗクࣞࣚンあそび 、࠘年中ࠗࡏ

んのあそび 、࠘年長ࠗあいうえお࠘と発達ẁ㝵に合わࡏたワーク遊びに取り組んでいる。

㸦㸿㸪㹀㸪㹁㸧 

    ・ 登園ᚋ、主体的活ືを多く取りධれ、自分で考える力や主体ᛶを育てている。㸦㸿㸪㹀㸧 

     ・ ẖ᪥⤮本のㄞみ⪺かࡏや子ども自身が⤮本をㄞむ㛫をసっている。㸦㹀㸪㹁㸧 

    Ϫ ⢭⚄的な自立 

     ・ 㡸かり保育は「⦪割り保育」で行い、␗年㱋交流をᴦしむ。年長・年中児は年下のࡔ

ちに対して思いやりの気ᣢちがᣢてるようにし、年少児は年上のࡔちに感ㅰの気ᣢちや

れの気ᣢちがᣢてるようにする。㸦㹅㸪㹆㸪㹇㸧 

     ・ 㐠ື会や発⾲会等、多くの行事を通して㞟ᅋでの活ືのᴦしさや、⦎習の㐣程を大切に

し、やり㐙げたの達成感や‶㊊感をみんなで共感できることの喜びを感じる。㸦㹅㸧 

 考察 ࢘  

    相互の保育ཧ観やᤵᴗཧ観を通して、共通点や相違点が᫂確になり、子どもの発達や学びの

連続ᛶについて共通認識をᣢつことができると考える。そして幼児教育と小学校教育における

教育内容や方法を十分理解した上で、保育者は「の学びがどのように育っていくのか」を、

小学校教ဨは「の学びがどのように育ってきたのか」を見通した全体的な計画ཬび教育課程

の編成・実が求められるのではないかと考える。 

   ճ 小学校との交流 

    〇 ࡡらい 

     ・ 校内の様子やᤵᴗを見学することで、園生活の修を意識し、ධ学への安を取り㝖き期

待を㧗める。 

     ・ 小学生へ親しみやれの気ᣢちをᣢち、一⥴に㐣ごすことを喜ࡪ。 

     ・ 思ったことや問に感じたことを自分のゝⴥでఏえ、応じてもらうことでゝⴥのやり取り

をᴦしむ。 

   〇 実⦼と成果 

    ・１学期  おἩまり保育に小学校をゼ問し、校長ඛ生のヰを⪺いたり校庭でうさࡂ
・ ・ ・

とゐれ

合ったり等、小学校の㨩力を感じることができる。 

 

    ・２学期  園እ保育でおᘚᙜをᣢって小学校をゼ問する。小学生と㐣ごすことで上⣭生に親
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しみをᣢつことができる。 

 

           小学生が幼稚園をゼ問し、ฟし≀やࢤーム遊びを一⥴にすることで、交流を深め、

小学生にれの気ᣢちをᣢつことができる。 

 

     ・３学期  小学㸳年生に学校を内してもらったり、質問コーࢼーを設けて学校生活につい

て気になることを小学生へ質問をし、⟅えてもらったりする。ධ学して㸴年生にᡭ

ఏいをしてもらうことが多いため、事前に交流があると安心して関わることができ

る。 

 

 

 

 

          

  

 

 

 

 

 

  

 

    〇 ᚋの課題 

     ・ ධ学してから⤥㣗に安を感じる子どもが多いため、⤥㣗の様子を見学さࡏてもらい、⤥

㣗㛫の様子や小学生が㣗る㔞、⊩立等を知る機会をసりたい。 

     ・ 幼稚園の近㞄の小学校や小つᶍ特認校にお願いをして交流をしている現≧であるが、交流

がある小学校と交流がない小学校があるため、年度ᙜึに小学校と連⤡を取り計画を立てて

ẖ年のᜏ例行事にしたい。 

     ・ 年㛫を通して指ᑟ計画の中に交流を置付けていきたい。 

 

 㸦㸲㸧まとめ 

  幼稚園教育要㡿によると、「連携」とは、子ども同士の交流、保育者と小学校教ㅍの相互理解や

合同研修、幼稚園の子どもの姿を小学校にఏえること、さらに、交流を行っていくことを置付け

ている。一方、「接続」とは、主にカリキュラムの接続を指し、幼児教育と小学校教育を繋いでい

くことを♧している。 

幼稚園等での「学びの芽生え㸦↓自覚な学び㸧」が、小学校、中学校、㧗等学校での「自覚的な

学び」の基礎になる。幼稚園等は、小学校前に「学びに向かう力㸦学びへの⯆・関心㸧」を育て

る場所である。 

「資質・能力の３つの柱」「幼児期の終わりまでに育ってほしい１０の姿」は、小学校にධ学す

る前に「できているき」ということではない。全てができているようにという┠ᶆではなく、そ

の幼児自身のᚓ意分㔝を見つけていくことで自ಙを付けさࡏてあげることや、「自分で考える力」

をఙばし、「自分で⟅えをᑟきࡏࡔるようになっていく」ことを┠ᶆにしてもいいのではないかと

考える。 

カリキュラムの「３つの自立」の中の取組を観点にして、子どもたちの生活にࡩさわしい遊びの

中で主体ᛶや༠同ᛶ、創造力が育っていくことが大切ࡔとཷけとめる。そして、保育者自身が子ど
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もたちの育ちを長期的に見通し、その見通しのもとで᪥々「いまここ」での子どもたちの生活の中

で、活ືの質をよりよいものにしていきたい。また、子どもの生活環境等もྵめて小学校との連携・

接続を᭦に深めていきたい。 

 

 㸦㸳㸧ᚋの課題 

〇 ጸⰋᕷには ��の小学校と ��の幼稚園・保育園・認定こども園があり、㒔ᕷ㒊において同じ小

学校༊の子どもたちが、」ᩘの園からධ学してくるため、１年生の発育≧ἣなど各園に情報提供

を求めている≧ἣである。そのため、保・幼・小の教ᖌ㛫の交流は活発である。 

また、各学校で知りたい㡯┠が違うことから、ᘬ⥅ࡂ᭩㢮の様ᘧが␗なるため、様ᘧの⤫一を

幼稚園ഃから⏦しධれて年度から⤫一した様ᘧになるண定である。 

  小学校ഃからの意見の中に、指ᑟ要㘓の様ᘧが、幼稚園・保育園・認定こども園で違うという

意見があったため、ᚋ⤫一していかなければならない。 

  〇 特別な支援を要する子どもの就学前の小学校との連携・接続を円滑に行っていきたい。小学校

ධ学前から、小学校教ㅍとの交流の機会をቑやし、実㝿に園での様子を見に᮶てもらえるように、

᪩めに対応⟇をヰし合っておきたい。ධ学ᚋも、小学校での様子を⪺きながら、その幼児への支

援を⥅続できるようにしたい。 

 

 ࠒฟࠑ

資ᩱ � 

ጸⰋᕷ教育ጤဨ会స成 「ጸⰋᕷ幼保小連携 接続期カリキュラムのᡭᘬき」よりᢤ⢋ 

   資ᩱ � 

ጸⰋᕷ教育ጤဨ会స成 「ጸⰋᕷ接続期カリキュラム 㹼保幼小の学びをつなげよう㹼 

5������ ᨵゞ」 
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付
け

た
子

ど
も

 

  

F
 
健

康
で

安
全

に
生

活

で
き

る
子

ど
も

 

 

当
番

や
活

動
の

準
備

、

着
替

え
、

整
理

整
頓

な

ど
最

後
ま

で
自

分
で

す

る
経

験
を

積
み

重
ね

、

そ
の

よ
さ

を
感

じ
る

よ

う
に

な
る

。
 

食
事

の
マ

ナ
ー

や
箸

の
正

し
い

使
い

方
を

知
り

、
み

ん
な

で
食

事
す

る
こ

と
の

よ
さ

を
感

じ
る

よ
う

に
な

る
。

 

食
べ

物
へ

の
興

味
・

関
心

が
芽

生
え

、
好

き
嫌

い
を

せ
ず

に

食
べ

る
こ

と
の

よ
さ

を
感

じ
る

よ
う

に
な

る
。

 

給
食

準
備

の
お

手
伝

い

を
す

る
よ

う
に

な
る

。

手
を

洗
っ

た
り

ス
リ

ッ
パ

を
揃

え
た

り
な

ど

を
意

識
し

て
ト

イ
レ

を
使

う
よ

う
に

な
る

。

午
睡

が
な

く
て

も
、

午
後

の
活

動
に

取
り

組

む
気

力
や

体
力

が
育

ま
れ

つ
つ

あ
る

。
 

一
日

の
活

動
の

大
ま

か
な

時
間

の
見

通
し

を
も

っ
た

り
、

活
動

の
区

切
り

に
時

計
（

時
刻

）

を
意

識
し

た
り

す
る

こ
と

で
、

時
間

を
意

識
し

た
生

活
が

で
き

る
よ

う
に

な
る

。
 

着
衣

の
乱

れ
な

ど
に

自
ら

気
付

き
、

自
分

で
整

え
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

る
。

 

決
ま

っ
た

時
間

に
就

寝
し

、
起

床
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

な
る

。
 

積
極

的
に

外
遊

び
や

運
動

遊
び

に
取

り
組

む
。

 

幼
児

期
の

終
わ

り
ま

で
に

育
っ

て
ほ

し
い

10
の
姿

 

健
康

な
心

と
体

 


